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介
し
た
い
。

●
パ
ラ
オ
共
和
国
の
概
況

　

パ
ラ
オ
共
和
国
は
日
本
よ
り
南
に
約

三
〇
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

に
属
す
る
島
嶼
国
で
あ
る
。
大
小
二
〇

〇
以
上
の
島
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
総

面
積
は
四
八
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

屋
久
島
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で
あ
る
。
ま

た
、
南
部
に
位
置
す
る
「
南
ラ
グ
ー
ン

の
ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
群
」
は
そ
の
自

然
の
美
し
さ
や
海
洋
生
物
の
多
様
性
、

文
化
的
価
値
を
認
め
ら
れ
、
二
〇
一
二

年
に
世
界
複
合
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
人
口
は
二
万
人
ほ
ど
で
あ
り
、
そ

の
約
七
割
は
行
政
・
商
業
機
能
の
中
心

で
あ
る
コ
ロ
ー
ル
州
に
集
中
し
て
い
る
。

ま
た
公
用
語
は
パ
ラ
オ
語
と
英
語
で
あ

る
が
日
本
統
治
時
代
の
名
残
が
そ
の
言

葉
や
人
名
に
多
く
残
っ
て
お
り
、
概
し

て
親
日
国
家
で
あ
る
と
い
え
る
。

●
は
じ
め
に

　

大
洋
州
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
島

嶼
地
域
で
は
、
経
済
開
発
が
進
む
に
つ

れ
そ
の
代
償
と
し
て
の
環
境
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
島

嶼
と
い
う
規
模
・
地
理
的
な
制
約
か
ら

個
別
の
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と

は
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
。
今
回
、

我
々
が
事
業
と
し
て
取
り
組
む
「
島
嶼

地
域
に
お
け
る
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
構

築
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
活
・
産

業
・
自
然
と
い
っ
た
す
べ
て
の
要
素
が

地
理
的
に
近
接
し
て
い
る
と
い
う
島
嶼

地
域
の
特
徴
を
活
か
し
、
廃
棄
物
問
題

や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
課
題
の
み
な
ら
ず
、
食
糧
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
依
存
と
い
っ
た
社
会

課
題
に
ま
で
包
括
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル

ド
で
あ
る
パ
ラ
オ
共
和
国
の
現
状
と
併

せ
て
、
我
々
の
提
案
す
る
循
環
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
取
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
紹

●
経
済
・
産
業
の
概
況

　

一
人
あ
た
り
国
民
総
所
得
（
Ｇ
Ｎ

Ｉ
）
は
一
万
一
一
一
〇
ド
ル
（
世
界
銀

行
〈
二
〇
一
四
年
〉）
と
高
位
中
所
得

国
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
他
の
大
洋
州

諸
国
と
比
較
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
が
、

背
景
に
は
ア
メ
リ
カ
と
の
自
由
連
合
協

定
（
略
称
・
コ
ン
パ
ク
ト
）
に
よ
る
膨

大
な
資
金
援
助
が
あ
る
。
ま
た
食
糧
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
し

て
お
り
、
橋
、
空
港
、
発
電
所
等
の
生

活
・
産
業
イ
ン
フ
ラ
も
多
く
が
Ｏ
Ｄ
Ａ

等
の
援
助
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
現

状
が
あ
る
。

　

主
要
な
産
業
は
観
光
産
業
で
あ
り
、

年
間
約
一
五
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
。
特
に
こ
の
一
～
二
年
で
中
国
本

土
か
ら
の
観
光
客
が
急
増
し
て
お
り
、

そ
れ
に
と
も
な
い
中
国
資
本
の
ホ
テ

ル
・
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
が
次
々
と
立

ち
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
主
要
産
業
を

支
え
る
サ
ー
ビ
ス
業
や
建
設
業
の
現
場

の
多
く
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
や
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
人
等
が
働
い
て
い
る
一
方
、
パ

ラ
オ
人
労
働
人
口
の
う
ち
三
割
超
が
政

府
関
係
機
関
で
働
く
と
い
う
就
労
構
造

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
農
業
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
統
治
時
代
に
入
植
者
が
北

部
の
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
島
に
て
農
場
を
開

拓
し
、
果
実
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

野
菜
・
タ
ロ
イ
モ
・
キ
ャ
ッ
サ
バ
等
の

農
園
を
経
営
し
て
い
た
が
、
現
在
は
一

部
の
自
給
的
な
菜
園
を
除
き
ま
と
ま
っ

た
農
園
は
少
な
い
。
水
産
業
も
か
つ
て

は
鰹
節
の
一
大
生
産
基
地
と
し
て
知
ら

れ
た
が
、
現
在
は
外
国
漁
船
に
漁
業
権

を
付
与
す
る
対
価
と
し
て
の
漁
業
権
収

入
が
主
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に

「
海
の
聖
域
」
法
案
が
可
決
さ
れ
、
排

他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
お
け
る

外
国
漁
船
の
操
業
が
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
で
そ
の
産
業
構
造
は
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
の
期
限
は

二
〇
二
四
年
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
産

業
・
経
済
の
自
立
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

●
パ
ラ
オ
に
お
け
る
廃
棄
物
問
題

の
概
況

　

日
常
的
な
食
糧
や
生
活
用
品
、
資
材

等
の
輸
入
・
消
費
と
と
も
に
多
く
の
廃

棄
物
が
排
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
量
は

◤特　集◢
太平洋島嶼国の

持続的開発と国際関係
　

太
平
洋
島
嶼
地
域
に
お
け
る
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
構
築

―
パ
ラ
オ
を
事
例
に
―

須
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日
量
二
〇
ト
ン
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ

る
。
パ
ラ
オ
に
お
い
て
は
廃
棄
物
の
焼

却
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
一
部
を
除
き

埋
立
処
分
さ
れ
て
い
る
が
、
埋
立
地
か

ら
の
浸
出
水
に
よ
る
土
壌
・
海
洋
汚
染

の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
残

余
容
量
逼
迫
へ
の
対
策
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
適
切
な
廃
棄
物
管
理

や
３
Ｒ
促
進
に
対
す
る
十
分
な
リ
ソ
ー

ス
投
下
が
困
難
で
あ
る
一
方
、
観
光
客

の
増
加
に
よ
り
廃
棄
物
は
更
に
増
加
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
廃
棄
物
処
理
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
飲
料
容
器
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
コ
ロ
ー
ル
州
で
は
コ
ン
ポ
ス

ト
化
施
設
や
油
化
に
よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
み
が
進
行
中
で

あ
り
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
我
々
が
提

案
す
る
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
は
こ
れ
ら

既
存
の
取
組
み
を
補
完
し
、
さ
ら
に
幅

広
い
種
類
の
廃
棄
物
を
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
と
変
換
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

●�

資
源
循
環
シ
ス
テ

ム
の
概
要

　

パ
ラ
オ
で
は
突
出

し
た
二
次
産
業
が
み

ら
れ
な
い
た
め
、
特
定

の
廃
棄
物
が
多
量
に

排
出
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
い
わ
ゆ
る
事
業

系
一
般
廃
棄
物
や
生

活
ご
み
を
中
心
に
多

様
な
廃
棄
物
が
排
出

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
廃
棄

物
を
汎
用
性
の
高
い

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転
換
す
る
た
め
、
紙
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
繊
維

等
の
含
水
率
の
低
い

廃
棄
物
に
つ
い
て
は

固
形
燃
料
（
Ｒ
Ｐ
Ｆ
）
化
し
、
専
用
ボ

イ
ラ
ー
で
の
燃
焼
、
吸
収
式
冷
凍
機
を

経
て
空
冷
に
変
換
し
、
政
府
庁
舎
で
の

冷
房
代
替
と
し
て
利
用
す
る
。
ま
た
、

生
ご
み
や
下
水
処
理
汚
泥
等
の
含
水
率

の
高
い
有
機
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

湿
式
メ
タ
ン
発
酵
施
設
に
よ
り
バ
イ
オ

ガ
ス
と
液
体
肥
料
（
液
肥
）
に
変
換
す

る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
は
メ
タ
ン
ガ
ス
と
二

酸
化
炭
素
を
主
成
分
と
す
る
可
燃
性
ガ

ス
で
あ
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

設
備
に
よ
り
電
気
と
熱
に
転
換
・
利
用

で
き
る
。
一
方
、
液
肥
に
関
し
て
は
、

現
時
点
で
パ
ラ
オ
に
は
ま
と
ま
っ
た
規

模
の
農
場
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
新
た

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
を
栽
培
し
、
刈
り

取
っ
た
作
物
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

に
投
入
し
原
料
と
し
て
循
環
利
用
す
る
。

並
行
し
て
有
機
農
業
へ
の
適
用
拡
大
を

進
め
て
い
く
計
画
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
単
純
に

リ
サ
イ
ク
ル
設
備
を
導
入
す
る
の
で
は

な
く
、
地
域
住
民
や
事
業
者
に
よ
る
参

加
型
の
循
環
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
導
入

を
志
向
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
と
し
て
付
加
価

値
型
の
新
た
な
産
業
創
出
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
可
能
な
限
り
地
域
内
で
経

済
・
資
源
が
回
る
よ
う
な
自
立
循
環
型

の
地
域
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
モ

デ
ル
の
実
現
に
よ
り
、
潜
在
的
に
は
約

七
〇
％
の
廃
棄
物
の
減
量
が
可
能
と
な

り
、
パ
ラ
オ
に
お
い
て
一
年
間
に
消
費

す
る
電
力
の
約
四
％
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
と
試
算
し
て

い
る
。

●
調
査
・
取
組
み
の
概
要

　

平
成
二
五
年
度
よ
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
お
よ
び
循
環
産
業
の
海
外
展
開

促
進
に
関
す
る
環
境
省
の
助
成
を
受
け
、

継
続
し
て
事
業
化
可
能
性
調
査
お
よ
び

現
地
関
係
機
関
と
の
合
意
形
成
の
た
め

の
協
議
・
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

シ
ス
テ
ム
設
計
に
お
い
て
は
ベ
ー
ス

と
な
る
廃
棄
物
種
類
別
の
排
出
量
デ
ー

タ
が
必
須
で
あ
る
が
、
現
地
で
は
そ
の

図１　パラオにおける資源循環モデルの概要
図１ パラオにおける資源循環モデルの概要 

 

 

 

（出所） 

コロール州にあるパラオ最大の埋立処分場

（出所）　㈱アミタ持続可能経済研究所作成。
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よ
う
な
廃
棄
物
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
が
得
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
廃
棄

物
管
理
を
管
轄
す
る
公
共
基
盤
・
産
業

商
業
省
公
共
事
業
局
お
よ
び
コ
ロ
ー
ル

州
、
ア
イ
ラ
イ
州
の
全
面
的
な
協
力
を

得
て
、
コ
ロ
ー
ル
州
埋
立
処
分
場
で
の

廃
棄
物
搬
入
量
調
査
お
よ
び
組
成
調
査

を
行
っ
た
。
ま
た
、
基
礎
デ
ー
タ
の
取

得
と
併
せ
て
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な

る
の
は
住
民
に
よ
る
分
別
協
力
の
度
合

い
で
あ
る
。
こ
の
た
め
組
成
調
査
と
併

せ
て
廃
棄
物
の
分
別
・
回
収
試
験
を
実

施
し
た
。
ま
た
メ
タ
ン
発
酵
技
術
に
つ

い
て
の
理
解
促
進
の
た
め
、
簡
易
的
な

メ
タ
ン
発
酵
タ
ン
ク
を
製
作
し
デ
モ
見

学
会
を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
は
ご
み
分

別
・
回
収
試
験
お
よ
び
バ
イ
オ
ガ
ス
デ

モ
見
学
会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。

●
ご
み
分
別
・
回
収
試
験

　

分
別
・
回
収
試
験
で
は
、
コ
ロ
ー
ル

州
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
二
地
区
（
Ａ
・

Ｂ
）
に
協
力
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
二
〇
世
帯
を
抽
出
、
試
験
を
実
施
し

た
。
二
週
間
の
試
験
期
間
中
、
①
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
ご
み
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

紙
、
繊
維
、
剪
定
枝
、
木
質
ご
み
）、

②
生
ご
み
、
③
そ
の
他
ご
み
（
そ
の
他

―
―
汚
れ
た
ご
み
、
複
合
ご
み
を
含

む
）
の
三
区
分
に
分
別
し
て
も
ら
う
よ

う
依
頼
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ー
ル
州
政
府

の
協
力
に
よ
り
区
分
①
③
は
週
一
回
、

区
分
②
は
毎
日
回
収
を
行
い
、
回
収
の

都
度
計
量
を
行
う
ほ
か
、
区
分
①
③
を

回
収
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
組
成
調
査
を

行
っ
た
（
Ａ
地
区
の
み
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
し
て
謝
礼
を
設
定
）。

　

そ
の
結
果
、
イ
ン
セ
テ
ィ
ブ
を
付
与

し
た
Ａ
地
区
で
は
七
七
％
が
、
Ｂ
地
区

で
は
五
九
％
が
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
区

分
（
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
ご
み
・
生
ご

み
）
へ
分
別
さ
れ
た
。
ま
た
紙
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
み
よ
り
算
出
し
た
参
考
値

で
は
あ
る
が
、
平
均
分
別
協
力
率
は
Ａ

地
区
八
一
％
、
Ｂ
地
区
四
〇
％
、
異
物

混
入
率
は
Ａ
地
区
三
〇
％
、
Ｂ
地
区
三

四
％
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
世
帯

別
の
協
力
率
に
は
大
き
な
差
が
み
ら
れ

る
状
況
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
制
度
設

計
や
啓
蒙
に
よ
り
改
善
し
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。
ま
た
試
験
実
施
後
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
感
想
や
意

見
を
伺
う
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
集
会
所
に
て
報
告
会
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
概
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
に
対
し
て
は
前
向
き
で
あ
り
、
全

回
答
者
の
九
五
％
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
に
つ
い
て
「
と
て
も
良
い
」
も
し

く
は
「
良
い
」
と
の
回
答
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
報
告
会
で
は
「
良
い

取
組
み
で
あ
り
も
っ
と
続
け
て
欲
し

い
」「
回
収
ス
タ
ッ
フ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
た
こ
と
が
良
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
一
方

で
分
別
に
対
す
る
課
題
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
Ａ
地
区
で
は
「
家
族
の
理
解
が
十

分
で
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
割
合
が

多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
説
明
会
な
ど
で

分
別
の
受
け
る
家
族
（
通
常
は
母
親
）

と
実
際
に
調
理
を
す
る
家
族
（
祖
母
な

ど
）、
ご
み
捨
て
を
担
当
す
る
家
族

（
通
常
は
子
ど
も
）
が
異
な
る
た
め
、

分
別
の
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
十
分
に

伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
仕
事
で
比
較
的
忙

し
い
世
帯
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
Ｂ
地

区
で
は
、「
分
別
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
う
」
こ
と
が
課
題
だ
と
回
答
し
た

割
合
が
顕
著
に
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
分
別
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
家

庭
・
地
域
で
の
習
慣
や
地
区
の
特
徴
も

考
慮
し
た
仕
組
み
を
考
案
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

●
簡
易
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の

製
作
お
よ
び
デ
モ
見
学
会

　

簡
易
プ
ラ
ン
ト
の
製
作
に
あ
た
っ
て

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
協
会
（
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
佐
藤
理
事
に

協
力
い
た
だ
き
、
基
本
的
に
現
地
で
調

達
で
き
る
資
材
を
用
い
て
手
作
り
で
の

製
作
を
行
っ
た
。
製
作
の
過
程
に
お
い

て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
興
味

関
心
や
一
体
感
を
醸
成
す
る
た
め
に
、

国
の
廃
棄
物
管
理
部
や
敷
地
を
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
下
水
処
理
場
の
ス
タ

組成調査の様子

コロール州スタッフによるごみ回収・計量の様子
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ッ
フ
を
巻
き
込
む
な
ど
し
て
関
係
者
一

体
と
な
っ
て
作
業
を
進
め
た
。

　

簡
易
プ
ラ
ン
ト
製
作
そ
の
も
の
よ
り

も
困
難
で
あ
っ
た
の
が
プ
ラ
ン
ト
の
立

上
げ
工
程
で
あ
っ
た
。
タ
ン
ク
内
の
メ

タ
ン
発
酵
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
が
、
生
ご
み
等
の
原
料
を
急
激

に
投
入
す
る
と
一
気
に
酸
発
酵
が
進
み

バ
イ
オ
ガ
ス
生
成
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま

う
。
こ
の
た
め
常
に
ｐ
Ｈ
や
温
度
を
把

握
し
た
う
え
で
少
し
ず
つ
投
入
量
を
増

や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
見

学
会
日
程
に
間
に
合
う
よ
う
十
分
な
バ

イ
オ
ガ
ス
が
得
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、

綱
渡
り
状
態
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
た
。

　

無
事
に
迎
え
た
見
学
会
で
は
、
関
連

省
庁
の
大
臣
・
局
長
を
は
じ
め
と
す
る

国
・
州
政
府
関
係
者
や
上
下
水
道
電
力

公
社
、
農
業
関
連
機
関
の
関
係
者
、
お

世
話
に
な
っ
た
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
の
方

な
ど
を
招
待
し
、
実
際
に
汚
泥
や
生
ご

み
か
ら
発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
を
ガ
ス

コ
ン
ロ
で
利
用
し
て
簡
単
な
料
理
を
振

る
舞
っ
た
ほ
か
、
小
型
発
電
機
に
接
続

し
て
発
電
し
扇
風
機
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を

点
灯
さ
せ
る
な
ど
し
て
実
際
に
「
ご

み
」
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
資
源
（
液

肥
）
が
生
ま
れ
る
過
程
を
体
感
し
て
い

た
だ
い
た
。
参
加
者
は
皆
強
い
興
味
を

示
し
「
良
い
技
術
で
あ
り
ぜ
ひ
パ
ラ
オ

に
導
入
し
て
欲
し
い
」「
多
く
の
パ
ラ

オ
人
は
菜
園
を
持
っ
て
お
り
液
肥
は
有

益
だ
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。
な
お
、
本
見
学
会
の
様
子

は
現
地
新
聞
『Island T

im
es

』
に
二

回
に
渡
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

●
現
状
・
課
題
と
今
後
の
展
開
に

つ
い
て

　

二
〇
一
五
年
一
一
月
に
は
コ
ロ
ー
ル

州
知
事
、
国
政
府
公
共
事
業
局
長
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
を
日
本
に
招
聘
し
、

プ
ラ
ン
ト
視
察
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
。
視
察
に
お
い
て
は
ア
ミ

タ
グ
ル
ー
プ
が
一
〇
月
よ
り
南
三
陸
町

で
運
営
を
開
始
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
「
南
三
陸
Ｂ
Ｉ
Ｏ
」
に
も
訪
問
し
、

技
術
や
設
備
に
関
す
る
理
解
の
み
な
ら

ず
、
事
業
背
景
や
分
別
・
液
肥
散
布
等

に
お
け
る
行
政
・
住
民
・
事
業
者
の
参

加
プ
ロ
セ
ス
や
そ
の
要
諦
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
通
し
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
視
察

を
含
め
た
、
こ
こ
ま
で
の
事
業
化
に
向

け
た
関
係
機
関
と
の
協
働
・
協
議
の
な

か
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
期

待
は
非
常
に
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

既
に
パ
ラ
オ
に
お
い
て
日
本
企
業
に
対

す
る
一
定
の
信
頼
感
が
あ
る
と
い
う
背

景
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
将
来
の
不
安
に
対
す
る
処

方
箋
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た

こ
と
、
目
指
す
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

在
り
方
に
対
し
て
共
感
を
得
ら
れ
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現

政
権
が
環
境
保
全
に
対
し
て
先
進
的
な

取
組
み
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
全
体
と
し
て
環
境
問
題
に
対
す
る

高
い
問
題
意
識
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る

こ
と
も
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
実
現
に
向
け
た
課
題
も
多
い
。

高
い
輸
送
コ
ス
ト
に
起
因
す
る
物
価
高

に
よ
り
建
設
単
価
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

一
・
五
～
二
倍
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
初
期
投
資
は
高
く
な
り
が
ち

で
あ
り
、
こ
れ
を
い
か
に
工
面
し
て
い

く
か
は
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

中
国
本
土
か
ら
の
観
光
客
の
急
増
と
資

本
の
流
入
に
よ
り
、
街
並
み
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
姿
ま
で
が
変
容
し
つ
つ
あ
る

状
況
に
、
改
め
て
外
部
要
因
に
影
響
を

受
け
や
す
い
こ
と
の
リ
ス
ク
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
よ
う
な
専
門
人
材
や
高
度
な
企
画
・

調
整
を
で
き
る
人
材
が
海
外
流
出
等
に

よ
り
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
安
定
し
た

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

依
然
課
題
は
多
い
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
意
義
を
よ
り
多
く
の
関
係
者

へ
共
有
し
、
パ
ラ
オ
に
よ
る
パ
ラ
オ
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
現
地
機

関
と
一
体
に
な
っ
て
取
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
外
部
へ
の
依
存
度
を
減
ら
し
、

自
立
・
参
加
型
の
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム

を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
の
関
係

性
を
結
び
直
す
と
と
も
に
誇
り
を
取
り

戻
す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
日
本
を
含
め
世
界
に
展

開
可
能
な
島
嶼
モ
デ
ル
の
実
現
に
向
け

尽
力
し
て
い
き
た
い
。

（
す
な
が　

ひ
ろ
ゆ
き
／（
株
）ア
ミ
タ

持
続
可
能
経
済
研
究
所
事
業
開
発
グ
ル

ー
プ
事
業
開
発
チ
ー
ム
）

デモ見学会の様子


